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問
人
口
減
少
の
変
数
は
、

確
実
に
訪
れ
る
未
来
で
あ

る
。
特
に
生
産
年
齢
人
口

の
減
少
は
著
し
く
、
自
主

財
源
の
枯
渇
に
よ
り
様
々

な
制
度
の
維
持
が
困
難
と

な
る
事
も
予
想
さ
れ
る
。

第
四
次
産
業
革
命
等
、
社

会
の
構
造
変
化
も
見
据
え
、

高
齢
者
、
女
性
、
外
国
人
、

移
住
定
住
者
等
々
、
あ
ら

ゆ
る
人
材
が
生
き
が
い
や

喜
び
を
も
っ
て
活
躍
で
き

る
社
会
を
構
築
す
る
た
め

の
総
合
的
な
体
制
づ
く
り

が
必
要
で
は
な
い
か
。

答
技
術
革
新
に
よ
る
、
様

々
な
可
能
性
を
模
索
す
る

と
共
に
、
市
内
産
業
別
の

就
労
実
態
等
の
全
体
像
も

ふ
ま
え
、
適
切
な
対
応
を

進
め
る
必
要
が
あ
る
。
様

々
な
人
材
の
活
用
を
促
す

総
合
的
な
体
制
づ
く
り
が

必
要
と
考
え
る
。

問
真
に
開
か
れ
た
教
育
課

程
の
実
現
に
あ
た
っ
て
は
、

適
切
な
情
報
開
示
と
透
明

性
の
確
保
、
意
思
決
定
に

お
け
る
平
等
性
の
確
保
、

行
政
・
現
場
・
家
庭
・
地

域
に
わ
た
り
理
念
や
情
報

の
共
有
を
図
れ
る
体
制
づ

く
り
と
い
っ
た
意
味
合
い

に
お
い
て
の
ガ
バ
ナ
ン
ス

強
化
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
現

場
に
お
け
る
抜
本
的
な
意

識
改
革
が
不
可
欠
で
あ
る

と
考
え
る
が
市
の
考
え
は
。

答
児
童
が
ど
う
で
あ
る
か

に
軸
足
を
お
き
、
学
校
・

地
域
・
家
庭
が
協
働
を
対

話
で
作
り
出
す
意
識
改
革

が
必
要
と
考
え
る
。

問
飛
驒
山
脈
エ
リ
ア
で
は

移
動
通
信(

ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
・
携
帯
電
話
）
環
境

が
制
限
さ
れ
て
い
る
。
た

だ
し
市
が
公
益
上
の
必
要

性
か
ら
整
備
す
る
こ
と
だ

け
を
認
め
て
い
る
た
め
、

山
岳
へ
訪
れ
る
人
の
受
入

れ
拡
大
や
気
象
状
況
の
把

握
安
否
確
認
活
動
な
ど
か

ら
も
電
波
状
況
を
大
き
く

拡
大
し
改
善
す
る
こ
と
を

急
ぐ
べ
き
で
あ
り
、
関
係

者
と
の
連
携
を
図
り
取
り

組
む
考
え
は
。

答
山
小
屋
関
係
者
か
ら
の

要
望
も
あ
り
、
今
後
、
民

間
事
業
者
と
の
連
携
を
図

り
な
が
ら
前
向
き
に
取
り

組
み
た
い
。

問
５
㎞
程
度
の
移
動
範
囲

拡
大
に
は
移
動
手
段
と
し

て
の
自
転
車
活
用
を
積
極

的
に
推
進
す
べ
き
で
あ
り
、

そ
の
利
用
環
境
整
備
対
策

に
お
い
て
、
自
転
車
活
用

推
進
計
画
の
策
定
や
道
路

路
面
表
示
の
推
進
を
「
安

全
で
快
適
な
自
転
車
利
用

環
境
創
出
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
」
を
積
極
的
に
参
考
と

す
る
考
え
は
。

答
自
転
車
活
用
推
進
の
状

況
は
十
分
に
整
っ
て
い
な

い
が
、
健
康
増
進
・
交
通

流
動
に
よ
る
活
性
化
な
ど

が
期
待
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

自
転
車
活
用
推
進
計
画
の

策
定
を
含
め
、
安
全
な
利

用
環
境
の
整
備
に
つ
い
て

調
査
・
研
究
を
重
ね
た
い
。

問
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
は

リ
ハ
ビ
リ
面
が
強
調
さ
れ

る
が
、
本
来
ス
ポ
ー
ツ
は

自
己
表
現
の
重
要
な
ツ
ー

ル
。
障
害
が
あ
っ
て
も
日

常
的
・
継
続
的
に
楽
し
む

た
め
に
は
、
ハ
ー
ド
問
題

以
前
に
ソ
フ
ト
環
境
整
備

が
重
要
だ
。

答
各
種
計
画
に
も
謳
っ
て

お
り
、
市
の
重
要
な
役
割

と
し
て
担
っ
て
い
く
。

問
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て

の
ニ
ー
ズ
の
把
握
と
掘
り

起
こ
し
、
情
報
発
信
や
啓

発
が
必
要
だ
。

答
調
査
は
必
ず
行
う
。
機

会
創
出
や
啓
発
も
現
行
か

ら
さ
ら
に
進
め
る
。

問
民
間
の
団
体
や
個
人
の

サ
ポ
ー
ト
な
く
し
て
成
立

し
な
い
。
市
が
中
心
で
体

制
を
整
え
る
べ
き
。

答
庁
内
で
も
連
携
し
つ
つ
、

市
が
中
心
と
な
っ
て
民
間

連
携
を
進
め
る
。

問
指
導
者
資
格
取
得
者
の

養
成
も
大
変
重
要
。

答
取
り
組
ん
で
い
く
。

問
平
成
31
年
度
か
ら
譲
与

が
開
始
さ
れ
る
森
林
環
境

税
へ
の
期
待
は
。

答
森
林
整
備
の
推
進
や
林

業
事
業
体
の
強
化
、
木
材

利
用
の
拡
大
な
ど
。

問
森
林
施
業
に
は
境
界
明

確
化
が
必
須
。
先
廻
り
市

費
で
進
め
て
税
の
本
格
譲

与
に
備
え
る
べ
き
で
は
。

答
明
確
化
は
最
初
に
取
り

組
む
。
優
先
箇
所
や
地
域

な
ど
検
討
す
る
。
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待
っ
た
な
し
の
人
手
不

足
課
題
に
、
も
っ
と
積

極
的
に
取
り
組
む
べ

き
！

障
が
い
者
が
日
常
ス
ポ

ー
ツ
に
打
ち
込
め
る
環

境
の
整
備
を
!!

人
口
減
少
社
会
に
お
け

る
人
材
確
保
に
つ
い
て

新
た
な
時
代
と
社
会
に

対
応
で
き
る
教
育
の
在

り
方
に
つ
い
て

移
動
通
信
が
利
用
で
き

る
範
囲
の
拡
大
と
人
の

移
動
範
囲
拡
大
で
の
自

転
車
活
用
の
推
進
を

飛
驒
山
脈
エ
リ
ア
で
の

移
動
通
信
の
範
囲
拡
大

を
公
益
上
の
必
要
性
の

視
点
か
ら
取
り
組
む
こ

と
に
つ
い
て

一
人
ひ
と
り
の
移
動
範

囲
の
拡
大
可
能
性
か
ら

自
転
車
活
用
推
進
の
今

後
に
つ
い
て

障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
の

環
境
整
備

全
国
森
林
環
境
税
に
対

す
る
備
え
と
活
用


